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【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 茨城県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 波崎町立植松小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ３ ２ ３ ２ ２ ２ ４ １８

児童数 ９５ ７２ ９４ ７６ ７４ ７７ １３ ５０１ ２６

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

児童一人一人に「確かな学力」の定着を図るための多様な指導方法の工夫
～各教科・領域における，ＴＴ，少人数指導，習熟度別指導，教科担任制等の実践を通して～

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

・ １年生から６年生まで各教科，領域において研究を進めた。
「確かな学力」を身に付けるためには，研究の領域を限定せずに，幅広く実
践していくことが必要であると判断したため。

( ) 年次ごとの計画2

○ テーマ
児童一人一人に「確かな学力」の定着を図るための多様な指導方法

平 の工夫。
成

○ 研究の見通し（仮説）14
年 児童一人一人の実態に応じたきめ細かな指導方法を工夫することに
度 よって，児童一人一人に，新学習指導要領のねらいとする「確かな学

力」を身に付けさせることができるであろう。

○ 研究の内容・方法
① 児童一人一人の実態をとらえるための実践
ア 年度当初に，児童に対して学習・生活に関するアンケート調査
を実施した。

イ 単元に入る前に，その単元に関する実態調査を実施した。
ウ 単元の途中・終末では「学習カード」等により実態を把握した。
エ 授業研究の際に，参観者の目で児童の実態をとらえ記述しても
らった。

② 「学力」とは何かをとらえるための実践
ア 文部科学省の刊行物にあたり，新学習指導要領のねらいをつか
んだ。

イ 文部科学省から講師を招き 「教育講演会」を実施した。，
ウ 保護者・地域の方・地域の教職員を招き，教育フォーラムを実
施した。
エ 茨城大学から講師を招き，理論研究のための「教育講演会」を
実施した。

③ きめ細かな指導の，一層の充実を図るための実践
ア 発展的な学習や補充的な学習など，個に応じた指導のための教
材開発を行った。

イ 個に応じた指導法，指導体制の工夫・改善に努めた。
・ ＴＴ，少人数指導の工夫
・ 習熟度別及びコース別による指導の工夫
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・ 幼稚園・小学校及び，小学校・中学校交流授業の実践
ウ 児童の学力の評価を生かした指導の改善を行った。
・ 評価規準の作成
・ 到達度評価の研究
・ 一人一人を生かすカリキュラムの見直し
・ 地域や保護者の意識調査及び学校評価

平 ○ テーマ
成 児童一人一人に「確かな学力」の定着を図るための多様な指導方法

の工夫。15
年
度 ○ 研究の見通し

児童一人一人の実態に応じたきめ細かな指導方法を工夫することに
よって，児童一人一人に，新学習指導要領のねらいとする「確かな学
力」を身に付けさせることができるであろう。

○ 研究の内容・方法
① 児童，保護者，地域住民に対する意識調査と分析
② 研究内容に対する理論的研修
③ 評価規準とカリキュラムの見直し
④ 発展・補充のための教材開発
⑤ 個に応じた指導法の研究
⑥ 学校評価並びに達成度評価の研究
⑦ 報告書の作成並びに次年度研究計画の施策

平 ○ テーマ
成 児童一人一人に「確かな学力」の定着を図るための多様な指導方法

の工夫。16
年
度 ○ 研究の見通し

児童一人一人の実態に応じたきめ細かな指導方法を工夫することに
よって，児童一人一人に，新学習指導要領のねらいとする「確かな学
力」を身に付けさせることができるであろう。

○ 研究の内容・方法
① 児童，保護者，地域住民に対する意識調査と分析
② 研究内容に対する理論的研修
③ 評価規準とカリキュラムの見直し
④ 発展・補充のための教材開発
⑤ 個に応じた指導法の研究
⑥ 学校評価並びに達成度評価の研究
⑦ 最終報告書の作成（研究のまとめ）

( ) 研究推進体制3

学力向上フロンティア事業の研究推進のための校内組織（平成１５年度）

校長 「授業」研究部
研究推進委員会 全体研修 「学年」研究部

教頭 「調査・環境」研究部

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

(１) 少人数指導を計画的に継続して実施することによって，理解の定着にはか
なり効果があることが分かつた。また，教師自身に積極的に少人数指導を実
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践する姿勢が見られるようになった。
(２) 習熟度別指導に関して，学校便り，学年通信等で保護者への理解啓発のた

めの情報発信をすることや，授業公開を重ねることにより，保護者の理解を
得られるようになった。

(３) 教科担任制を実施することにより，児童一人一人のよさをさらに幅広く引
き出すきめ細かな指導を実践することができた。また，その専門的な視点を
さらに生かした教材研究を深めることができた。

(４) 保護者に対してアンケート調査を実施した。
（平成１４年６月２５日，３５６家庭）
（平成１５年７月１１日，３８６家庭）

ア 算数科の授業を２人または３人の先生できめ細かな指導していることを
知っていますか （ＴＴによる指導）。
・知っている ５２％（平成１４年）→ ８９％（平成１５年）
・知らない ４８％（平成１４年）→ １１％（平成１５年）

イ そのことについてどう考えますか。
・とてもよい ３７％（平成１４年）→ ５２％（平成１５年）
・まあまあよい １２％（平成１４年）→ ３６％（平成１５年）
・良いとは思わない ２％（平成１４年）→ １％（平成１５年）

ウ 習熟度別指導についてどう考えますか。
・よいことである ６３％（平成１４年）→ ７２％（平成１５年）
・よいことだが能力で
分けるのはよくない ２６％（平成１４年）→ ２２％（平成１５年）

・今まで通りがよい ６％（平成１４年）→ ２％（平成１５年）

エ 教科担任制についてどう考えますか。
・とてもよい ４２％（平成１４年）→ ４２％（平成１５年）
・まあまあよい ４３％（平成１４年）→ ４７％（平成１５年）
・わからない １４％（平成１４年）→ １０％（平成１５年）
・よくない １％（平成１４年）→ １％（平成１５年）

(５) ３～６学年児童に対してアンケート調査を実施した。
（平成１４年７月１２日，３１１名）
（平成１５年７月１４日，３１９名）

ア ＴＴに関する設問「一つの教室で２人の先生と一緒に学習することにつ
いてどう考えますか 」。
・とてもよい ４７％（平成１４年）→ ６７％（平成１５年）
・まあまあよい ４９％（平成１４年）→ ２９％（平成１５年）
・よくない ４％（平成１４年）→ ４％（平成１５年）

イ 少人数指導に関する設問「先生が決めた少人数のグループで学習するこ
とについてどう考えますか 」。
・とてもよい ４３％（平成１５年）
・まあまあよい ３６％（平成１５年）
・よくない ２１％（平成１５年）

ウ 習熟度別指導に関する設問「自分が決めたグループで２つの教室に分か
れて学習することについてどう考えますか 」。
・とてもよい ６２％（平成１５年）
・まあまあよい ２２％（平成１５年）
・よくない １６％（平成１５年）

エ 教科担任制に関する設問「あなたは担任の先生だけでなく，教科によっ
て教える先生が変わるような授業についてどう考えますか 」。
・とてもよい ４７％（平成１４年）→ ６６％（平成１５年）
・まあまあよい ４０％（平成１４年）→ ２５％（平成１５年）
・よくない １３％（平成１４年）→ ９％（平成１５年）
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２．今後の課題

(１) 少人数指導をさらに充実させるために，それぞれの集団での有効な教材開
発をし，その指導法を研究する。

(２) きめ細かな指導を行っても，基礎・基本がなかなか定着しない児童への具
体的な手立てを図る。

(３) 学習の到達度を測り，児童・教師共に学習の状況を適切に把握できるよう
に， 評価規準の見直しを図る。

(４) 教科担任制のよさを，学習面，生活面の両面で生かせる指導体制を確立す
る。

） ， 。(５ 中学校との連携に積極的に取り組み 教師一人一人の指導力の向上を図る

(６） フロンティアティーチャー（フロンティアスクールにおける実践研究の成
果を普及する上で中心的な役割を担う教員）は，主に校内の実践研究の連絡
調整等であった。今後は町内の小学校との連携を図っていく。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

１ 「学力診断のためのテスト （茨城県教育研究会）の実施と分析」
（１）調査の目的

・ 国語・社会・算数・理科の各分野・領域などの問題について，どの程度
の理解力・思考力・判断力や知識・技能があるのかについてテストする。

（２）実施内容
・ ４学年～６学年の児童について，国語・社会・算数・理科のテストを実
施する。

（３）実施時期
・ 平成１４年４月実施，平成１５年４月実施，平成１６年４月実施予定

２ 学年まとめテスト（その１）の実施と分析
（１）調査の目的

・ 国語・社会・算数・理科の各分野・領域などの問題について，どの程度
の理解力・思考力・判断力や知識・技能があるのかについてテストする。

・ ３カ年の学習状況の変容を捉える。

（２）実施内容
・ ３学年～６学年の児童について，国語・社会・算数・理科のテストを実
施する。

（３）実施時期
・ 平成１５年３月実施，平成１６年３月実施，平成１７年３月実施予定

３ 学年まとめテスト（その２）の実施と分析
（１）調査の目的

・ 算数の各分野・領域などの問題について，どの程度の理解力・思考力・
判断力や知識・技能があるのかについてテストする。

・ ３カ年の学習状況の変容を捉える。

（２）実施内容
・ １学年～６学年の児童について，算数のテストを実施する。

（３）実施時期
・ 平成１５年３月実施，平成１６年３月実施，平成１７年３月実施予定

４ 児童，保護者，地域住民に対する意識調査と分析
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Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

１ 研究会，説明会等の開催実績及び今後の予定
（１）研究会，説明会等の開催実績

① 平成１５年８月２０日（水 「教育講演会」を開催した。）
・ 講師 玉川大学学術研究所教授 山極 隆 先生
・ 演題『確かな学力の定着向上を目指した学校改革』

－基礎・基本と質の充実を通して生きる力を育てる－
・ 対象者 波崎教育部会教職員及び波崎町ＰＴＡ会員

② 平成１５年１０月２９日（水 「研究発表会」を開催した。）
・ 公開授業及び，町内９つの小学校の実践発表
・ 参観者 教職員５５名，保護者８５名，学校評議員２名

③ 研究成果と課題について「教育鹿南」の紙面に発表した。

（２）今後の予定
・ 平成１７年度についても「教育講演会 「研究発表会」を予定している。」

２ ＨＰ作成等の工夫の実績及び今後の予定
（１）ＨＰ作成等の工夫の実績

① 平成１３年２月，植松小学校ＨＰ( )http://www7.ocn.ne.jp/ uesyou/title.html~
を作成した。

② 平成１４年度より，ＨＰ上に「学力向上フロンティア」のタイトルを作
成し，研究発表会の様子などを載せた。

（２）今後の予定
① 随時ＨＰの内容を更新していく。

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 □１５年度からの新規校 □１４年度からの継続校レ

【学校規模】 □６学級以下 □７～１２学級
□１３～１８学級 □１９～２４学級レ

□２５学級以上

【指導体制】 □ 少人数指導 □Ｔ．Ｔによる指導レ レ

□ 一部教科担任制 □その他レ

【研究教科】 □ 国語 □ 社会 □ 算数 □ 理科レ レ レ レ

□ 生活 □ 音楽 □ 図画工作 □ 家庭レ

□ 体育 □ その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 □ 有 □ 無レ
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